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有限温度 にお1ナるカ イラル対称↑生

2.研 究方 法 ・計算方法

DysOl1-Schwin9()r方 程式 のゲー ジ依存!1'に線 形 に//rliJして いるゲー ジパ ラメー ター ξをWT方

程式A=1を 満 たす よ うに決定 しなが ら、逐 次的 にDS方 程式 の解 を求 め る。解析 の結 果、定 数 ξ

の範川内で このよ うな解 を見っける ことが 出来なか ったため、 ξを運動 量の関数 とみな して解を求

め る,,ξ の満 たすべ き積分方程式 は複雑 であるので、 ξを完 全系によ って展開 し、その展開係数の

満たす方程式(多 次 元 ・次 方程式)を 解 く,,厳 密 には、A二1を 完 全に満 たす ことは難 しく、その

ずれを最 小にす る条件、 δA・0を 解 くことになる、,方程式系 は行列形で表 され、数値計算 ライブ

ラ リを援 川で きる。 その係数 は数値積分 によ って計算す る、,逐次計 算に加え、結 合係数、温度 とい

うパ ラメー ターを変 え、 また、展開関数系、 その数 などを調 整 しなが ら計算 をi一うため、多人な計

算時間を必 要 とするQ

3.研 究 成 果

複 素 関 数 ξ の 範 川 に お い て 、 結 合 係 数 α 、ll【ll渡Tの パ ラ メ ー タ ー を 与 え て 、WT方 程 式 と の ず れ

が0.1の 条 件 を 満 た す1)S/!程 式 の 解 を 計 算 す る こ と が 出 来 た 、,そ の 結 果 、WT方 程 式 を 満 た すDS

方 程 式 の 解 は 、 ξ 二 〇の 場 合 の 解 と は 大 き く 異 な る こ と が 川 らか に な っ た 。 結 合 係 数 、 温 度 を パ ラ

メ ー タ ー と し た 相 空 間 に お い て カ イ ラ ル 対 称 性 の 破 れ た 相 は よ り限 定 さ れ た も の に な り、 カ イ ラ ル

相 転 移 が 起 こ り に く い こ と を 示 した 。 そ れ に 伴 い 、 相 転 移 に 付 随 す るfitii[ili-f111指数 も ξ=0の 場 合 と 差

ffiff:が 生 じ、'F均 場 近 似 と の ず れ を 見 出 し た。 ま た 、 解 はli/ll一で は な く 複 数 あ る こ とが あ り、=層

のff:存 が 起 こ り う る 現 象 も 示 す こ と が 出 来 た 、,そ れ に 伴 い 、 有 効 ポ テ ン シ ャ ル を 計 算 し、 最 低 エ ネ

ル ギ ー 状 態 の 判 定 を 行 う 計 算 もiっ た 。

4.発 表 ・出版実績または予 定

日米合同物理学:会(2006年10月 末、 ホノルル)に て 発表
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